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なかった．α一fetoprotein高値を示した血清を用い

た希釈曲線は，ほぼ直線を示した．回収率は，92

～114％で，平均99．7％であり，再現性はintra

asssay　2．2～4．0％，　between　assay　4．9～7．3°／oであ

った．従来から用いられてきた2抗体法によるkit

と，本kitとで40種の患者血清を測定して得た相

関係数は，0．9997で高度に有意な正相関がみられ

た．また臨床的にも，Hepatoma，　York　sac　tumor，

teratomaなどに高値がみられ，従来からの報告と

一致した．本kitは比較的簡便にAFPを測定でき

日常検査に使用可能と考えられる．

19・人血中β一Lipotropin（β一LPH）の特異的

　　radioimmunoassayとその血中レベルについ

　　て

橋本　浩三　　柚木　　昌

高原　二郎　　大藤　　眞

　　　（岡山大・3内）

　Dr・Liより提供された抗ヒトβ一LPH血清を用

いて，β一MSH，　endorphins，　enkephalinsなどの

precursorであるβ一LPHの特異的測定法を検討し，

血中レベルを測定した．β一LPHの抽出は，血漿

2m1中のβ一LPHをsilica　glass（90　mg）に吸着さ

せ，0．25N－HCI：acetone（1：1）で溶出させて行な

った．抗血清は3，000倍～4，000倍希釈で，良好

な標準曲線が得られた．スタンダードはβ一LPH

をLPH　free　plasmaに加えて，抽出したものを用

いたが，自家製のラットおよびヒトのLPH　free

Plasmaが使用可能であり，最小検出感度は30　pg／

m1であった．交叉試験では抗ヒトβ一LPH血清は

その他の下垂体ホルモンやβ一endorphinと有意の

交叉反応を示さなかった．Intra－assayの再現性は

CV＝6．3～14．7％，Inter－assayのそれは12．3％，添

加実験の回収率は118．7～130．2％であった．血中

でのβ一LPHの安定性はACTHに比すと，非常に

良く37°C，24時間放置でも70％以上の活性が保

持された．正常者および各種下垂体副腎系疾患に

おけるβ一LPHの値は，血中ACTHの値とよく並

行した．また透析中の腎不全患者ではβ一LPHは

ACTHと異なり，透析前後とも異常高値を示した．

20・肝硬変患者の高グルカゴン血症について
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田
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（愛媛大・3内）

　研　　阿多まり子

　（同・放）

　肝硬変患者51例にっいて，血漿IRI，　IRG，アミ

ノ酸パターン，肝機能検査，糖負荷テスト時の血

漿グルコース，IRI，　IRG，　CPRの反応，あるいは

グルカゴン負荷時の血漿IRGの濃度などを調べ，

以下の結果を得た．

　100gOGTT後のCPRの反応は，せいぜい健
常例の2倍程度であったが，IRIの反応は血糖曲

線が糖尿病型の群では著明な高反応を呈し，血漿

IRGは血糖上昇の著しいものほど強く抑制され

た．血漿IRG濃度と血漿NH3－N，アミノ酸濃度

あるいは諸種肝機能検査成績との関連性を調べた

結果では，IRGは血漿NH3－N濃度と（r－059，

P〈0．01），KICGと（r－0．51，P〈0．05）の間に比較

的っよい有意の相関性を有し，肝血流量の低下な

いし肝実質障害の著しい例で血漿IRG濃度が増

加することが判明した．また，グルカゴン負：荷後

の血漿IRGの消失速度は前値の高いものほど緩

慢であった．以上から，肝硬変例の高グルカゴン

血症はグルカゴンのdegradation低下と関連があ

ると考えられた．

21．神経ペプチドのradiorecePtor　assay

小川　紀雄　　山脇　泰秀

大藤　眞
　　　（岡山大・3内）

　中枢神経系に存在する神経ペプチドの作用機構

解明の一助として，TRHとEnkephalin（ENK）

のradioreceptor　assay（RRA）を確立した．受容
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体としてはラット脳ホモジネートの50，000x9ペ

レットを用いた．この受容体と（3H）－TRHまた

は（3H）－ENK，試料を混じて氷水中でインキュベ

ー トし，B・Fの分離はWhatmanのglass－fiber

paperによる吸引濾過法を用いた．　TRH－RRAに

おいてはIC50は5nM，　Kdは5×10－gMと23×

10’8Mの2っのfiMnity　constantが得られ，12

種のTRH　analogueを用いて検討した結果，こ

のRRAはTRHに極めて特異的であった．　ENK一
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RRAはIC50が1nM，　Kdは3×10－gMと57×

10－9Mであった．これらのRRA系を用いてラッ

ト脳内の受容体の分布を調べたところ，TRH受

容体は比較的広く分布していたが，集中視床下部，

大脳皮質に多く，線条体には少なかった．一方

ENK受容体は線条体に著しく多く，次いで視床

下部に多く存在した．このように，RRA系は生

体内の受容体の分布を明らかにすることができる．
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